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本研究では，キラル認識能を有する新規低分子ゲル化剤（low-molecular-weight gelators, LMWGs）の創製と，そ

の自己集合構造および物性評価を通じて，分子設計と機能発現の関係性を明らかにすることを目的とした。LMWGs は，

非共有結合性相互作用（ファンデルワールス力，水素結合，π–πスタッキングなど）を駆動力として，分子レベルで精

密な三次元ネットワークを構築する点で注目されており，ソフトマテリアルやナノ構造材料，さらにはバイオセンシン

グやドラッグデリバリーへの応用が期待されている。 

本研究では，剛直なベンゼンコア，長鎖アルキル基，アミド部位を有するアミノ酸誘導体に着目し，キラル認識機

能を導入した新規ジアミド型ゲル化剤を設計・合成した。得られた各種化合物について，有機溶媒中でのゲル化試験を

行い，その最小ゲル化濃度（MGC）を評価した。特に，(L)-アラニンを導入した非アセチレン骨格の化合物は，広範な溶

媒において良好なゲル化性を示した。 

さらに，ゲル化により形成される集合体構造の可視化には，NanoLSI の高分解能 AFM および FE-SEM を用いた。これ

らの観察により，非アセチレン系化合物が右巻きの繊維状構造を形成するのに対し，アセチレン基を有する化合物はシ

ート状構造を形成することが明らかとなった。これらの構造の違いは，分子間相互作用と集合体の剛直性の差異による

ものであり，ゲル化能との関連性が示唆された。加えて，FT-IRおよび SAXRDを用いて分子間水素結合の寄与やナノス

ケールでの周期構造を解析し，分子設計と物性の関係について詳細な知見を得た。本研究の大きな特色の一つは，ゲル

化挙動におけるキラル認識能の評価である。光学活性な溶媒（例：(S)-α-ピネン，(R)-α-ピネン，(S)/(R)-リモネン）

を用いたゲル化試験を行い，MGC の違いによりキラル識別能を評価した。その結果，(L)-フェニルアラニン誘導体は，

(S)-ピネン中で 0.6 wt/v%でゲル化を示したのに対し，(R)-ピネンでは 3.0 wt/v%と顕著な差異を示し，約 5倍の選択

性を達成した。これにより，分子のキラリティに基づく選択的な自己集合が，溶媒の立体化学に強く依存していること

が明らかとなった。 

このように，本研究では，分子構造と集合体構造，さらにはキラル識別能との関係性を多角的に検討し，今後の応

用可能性が高い分子認識型ゲル化剤の基盤的知見を得ることができた。今後は，ゲルの応答性や力学特性の評価を通じ

て，より実用的なセンサー材料や分離媒体への展開を目指す。 
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